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【開会】 

事務局 

定刻になりましたので、会議を進めさせていただきます。これから第１回望ましい教育環境あ

りかた検討委員会を始めます。初めに漆原教育長より御挨拶を申し上げます。 

 

 

【教育長あいさつ】 

漆原教育長 

大変忙しいところお集まりいただきまして、ありがとうございました。今週はうれしいことが

続いております。一つは伊保内高等学校の神楽が県の優秀賞第一席に選ばれて、来年度の全国の

校文祭りで発表されることになりました。それから今日の新聞だったでしょうか。アイルランド

に行く子どもたちの生き生きとした姿が新聞で報道されていました。本当にこれもみなさんのお

かげと存じております。希望郷いわて国体では小学校、中学校、高校生、そして村民の皆様に支

えられて大成功に終わったものと考えております。子どもたちの応援する様子が新聞で報道され

たわけですが、その新聞の記事の内容から子どもたちの笑顔と元気と迫力が伝わってきてその場

にいるような感じがしたことでございます。今日お集まりいただきました委員会は本村の子ども

たちが生涯にわたって学び続ける力をはぐくむことと、これから野社会を生き抜いていく子ども

たちに今まで以上により良い環境を提供するために、皆さんには子どもたちの過去そして現在、

未来を考えて望ましい方向性を支援していただくということでお集まりいただきました。具体的

な依頼内容につきましては、このあとお願いするということにします。ご存知のように子どもた

ちを取り巻く社会というのは、情報化そしてグローバル化、少子高齢化等などなかなか先行きが

見えない状況でありますし、そのために子どもたち自らがこれからの世の中で問題と課題の答え

を見出していかなければならない。そうゆう時代だと言われています。何を学んだか、何ができ

るのか、そして学んだことと出来ることをどう生かしていくのか、思考力、判断力、表現力が求

められ、そしてさらには学びをこれからの社会と世界とどう繋げていくのか。学び続ける力、人

間性がますます求められてくると言われ、現在次期学習指導要領の改訂が精力的に進められてい

ます。また小中一貫制度の制定等子どもたちの学びの環境は大きく変わりつつあります。本村の

子どもたちの状況ですけども、子どもたちの減少、数の減少によりまして小規模校化そして極小

規模校化が進んでいる中で、地域の教育力を生かして、各学校の先生方の熱意と総意と誠意によ

って児童法の改正が図られ子どもたちの学習活動が展開されております。一方、ご存知のように

小規模校化する学級の人数によって、多様な学習形態の体制や集団での学習に制約されることも

多くなっております。また先生方の教職員の組織体制等の影響が出てきております。学校教育と

いうのは集団の中で多様な考え方に子どもたちが触れて、そしてお互いに認め合い協力しあい切

磋琢磨しながら子どもたちが思考力を高め判断力を付け、総合力、問題解決能力を育まなければ

ならないと考えております。その中で当然、社会性等を身につけていくことになります。また、

各学校で行われております個別学習そして一斉学習。ここもますます求められてくるだろうと思

いますけども、協働学習などとバランス良く行われて子どもたちの学習活動が充実していかなけ

ればならないと思います。そのためには子どもたちの学びを保証するという視点から、適正また

本村の特質であります、中学校との連協を大切にした教育制度の広角的な運用に含めた、本村の
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子どもたちにとって一番望ましい教育環境を考えていくことが必要であると考えております。委

員の皆様にはどうぞ地域の教育力を生かし、そして子どもたちの将来を見据えたより望ましい教

育環境のあり方について、幅広くそして深いご意見をいただくことをお願いするとともに、本委

員会を承認いただくことに感謝申し上げて開会にあたっての挨拶とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 

 

【委員長・副委員長の決定】 

事務局 

ありがとうございました。それでは次第４、委員長、副委員長の決定ということでございます

が、設置要綱第５条によりまして委員長、副委員長を互選により決定したいと思いますが、どの

ように取り決めたらよろしいでしょうか。 

 

委員 

事務局案はございますか。 

 

事務局 

はい。事務局案ということでございますがよろしいでしょうか。 

 

全員 

はい。 

 

事務局 

事務局といたしましては、委員長に岩手大学の田代高章様をお願いしたいと思っております。

そして副委員長に九戸中学校の吉田竜二郎様をお願いしたいと思っておりますがいかがでしょう

か。 

 

全員 

異議なし。 

 

事務局 

ありがとうございます。それでは承認いただいたということで、委員長に岩手大学教授の田代

様。副委員長に九戸中学校校長の吉田様をお願いしたいと思います。それでは次に次第５、諮問

書の手交ということで教育長から委員長にお願いしたいと思います。田代委員長は委員長席にお

願いいたします。 
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【諮問書手交】 

漆原教育長  

よろしくお願いいたします。    －諮問書を手交－ （教育長より田代委員長へ） 

 

事務局 

ありがとうございました。それではこれより田代委員長に会の進行をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

 

 

【諮問の説明】 

委員長 

ただいま委員長に選任していただいた岩手大学の田代でございます。改めてよろしくお願いい

たします。ただ今、漆原教育長様から諮問をいただきました。本日はこの後諮問の内容も含めて、

次第にあります報告・協議に移りながら約２時間弱くらいの時間で終了を予定しておりますので、

進行の方よろしくご協力お願いいたします。それでは最初に諮問の説明を事務局からお願いいた

します。 

 

事務局 

それではお手元の資料の№２をご覧いただきたいと思います。 

本日の諮問内容がここにありますので、１枚めくっていただきまして２枚目をご覧いただきた

いと思います。諮問の方を読み上げていきたいと思います。 

九戸村教育委員会は、新九戸村総合発展計画に掲げる将来像「小さくても活力と笑顔溢れるし

あわせの郷九戸村」を受け、将来を担う子どもたちが夢と希望にあふれ、心豊かに「生きる力」

を身に付けられるよう小中（高）連携した学力向上や地域全体で子どもたちを育てる学校教育の

充実に努めているところです。 

現在、私たちを取り巻く社会は、国際化や情報化、少子高齢化が急激に進み、また、子どもた

ちの教育環境は、学習指導要領の改正や小中一貫教育など、国の教育制度改革の推進により大き

く変化する状況にあります。     

このような中、本村は児童数の減少による学校規模、学級編制の課題がますます顕在化し、子

どもたちの望ましい教育環境への影響が強く懸念されているところであり、「生きる力」を身に付

ける学校教育環境のあり方が喫緊の課題となっています。これらの諸課題に対応した学校教育の

充実を図るため、下記の点について、「望ましい教育環境のあり方検討委員会」設置要綱第２条の

規定により諮問します。  

「将来を担う子どもたちの望ましい教育環境のあり方について」ということで、以下の４点に

ついてご意見を伺いたくお願いするものです。１点目としまして「生きる力」を身に付けた子ど

もたちの将来像について。２点目としまして、九戸村立小学校の適正規模、適正配置について。

３点目としまして、九戸村学校教育の特質を生かした小中連携教育について。４、これらに伴う

様々な課題の改善について。という４点でございます。よろしくお願いいたします。 
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【委員会の運営について】 

委員長 

ありがとうございました。各自の皆さんのお手元にあると思いますけども以下の４点を中心に

今回は進めていくことになります。どうぞ協力の方をよろしくお願いたします。それでは続きま

して検討委員会の運営について、次第６の（１）検討委員会の運営についてお願いします。 

 

事務局 

会議議事録の公開について最初に説明させていただきます。本検討会は原則公開により開催し、

傍聴を認めることとしております。傍聴は九戸村教育委員会の傍聴人規則を準用して行います。

会議録は原則公開としまして委員の皆様の発言等をホームページでお知らせすることとします。

その際に検討委員の名前は公開せず、検討委員として発言内容を公開することとします。公開す

る前に発言内容等を掲示した会議録を皆様にご覧いただいたうえで確認の上ホームページ等に記

載したいと考えています。 

次に検討委員会の日程ということでございますが、資料３ですけれども、１，２は後でお目通

し願いますが、３の検討委員会と検討内容の欄の中に日程等若干記載しております。まず今日が

第１回目の会議を開きまして、これ以降８回程度を予定しております。そして２９年の８月に答

申を出す予定で会議を開催したいと考えております。それで皆さまから出された答申を元にして、

２９年１１月に基本計画を教育委員会で作成し、地域の方々に説明していくことになります。基

本計画が作成になった後も皆さまにおかれましては、基本計画について３回程度審議いただきた

いと考えております。１枚めくってもらいまして裏側ですけども、村民の周知徹底ということで

先ほどもお話ししましたけれど、ホームページあるいは広報等で会議の内容についてはお知らせ

していきたいと考えております。 

次に（２）の検討委員会審議内容等の計画一覧ということで、先ほど話したとおり８回程度会

議を予定はしております。次は１１月を予定しているところでございます。これにつきましては

日程が確定しだいお知らせするようなかたちにしたいと思います。この間その会議だけでなくて、

もし必要があれば先進地の小学校を見たいとか、いろんな事例をみたい等のご要望をいただけれ

ば視察についても考えていきたいと考えております。大変お忙しいところだとは思いますけども、

極力出席いただきますようご配慮をお願いいたします。 

次に資料№４ですけども、４につきましてはこの後担当の方から説明させていただきます。あ

と資料№５ですけども、法令等からみた適正規模についてということで資料№６と一緒ですけど

も、文部科学省で出しております、適正配置等の手引ということでさまざまな内容をまとめたも

のでございます。その中に１ページめくっていただけると、学校適正規模の背景と位置づけとい

うことで、現状等を分析したもの等が記載となっております。そして２章ということで、適正規

模・適正配置について記載になっております。その中で６ページを見ていただけると適正規模・

適正配置ということで、小学校においては１２学級以上１８学級以下を標準とする文科省の考え

方等が表示してあります。その他小規模校の問題点等をいろいろ並べた形になっておりますので、

後でご覧になっていただきたいと思います。 

 

委員長 
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次第の報告・協議６（１）の説明を事務局から説明いただきました。具体的には、資料いくつ

かありましたが、№２は先ほど説明がありましたので確認いただきたいと思います。それから会

議の議事録公開ということでの説明がありました。基本的にはホームペ－ジ等で公開していくこ

とで、それはある程度常識的な判断になりますけども、氏名が公表されるということはありませ

んので、各位の皆さんの発言内容が整理されて公表されることについては予めご了解ください。

よろしくお願いいたします。それからあとは資料№３を中心に、今後の委員会の日程等について

説明がございました。それで皆さん方にはこれから１年にわたって８回程度の委員会を開催があ

ることを御承知願いしたいと思います。最終的には来年２９年の８月、ここで今回の諮問に対す

る回答としての答申を本委員会として取りまとめて提出する日程になっております。１年の中で

８回ですからけっこう数が多いと思いますけども、各位の負担のないところでご参加をいただけ

ればと思います。 

そして２９年の８月に答申が出されたのちに、同年の１１月には基本計画案が作成されるとい

うことで、その後に開かれる準備説明会等々ご協力いただき、場合によってはご意見をいただく

流れになっております。このような流れについてご理解をいただければと思います。おもに我々

が協議しなければならないのは、この九戸村の将来の子どもたち、これから生きていく上でどの

ような学校教育環境が望ましいか。その一環としてこの後で説明があるかと思いますけども、九

戸村の教育現実と言いますか、子どもの実態に即してどのような教育環境。具体的に言えば学校

の適正規模にふさわしい、どのようなあり方が求められるか。学校自体、小中学校のあり方、こ

の部分を取りまとめていくのが中心な役割となると思います。それによって今後各位の皆さんか

らご意見を頂戴することになります。まず前提についてしっかりとおさえていただければと思い

ます。 

今までのことで何か確認しておきたいこと、あるいは事務局の方にお尋ねしたいということが

あれば、この場で遠慮なくご質問なり、ご意見を頂いた方がよろしいかと思いますがいかがでし

ょうか。まずは委員会の進行、日程に関連してということで、ご質問、ご意見いただければと思

いますけども。もちろん今浮かばないということであれば最後、小中学校の現状について説明を

いただいたあとの６の（３）の協議のところでもご意見をいただければなと思っております。 

 

尾友委員 

訂正を聞き逃したかもしれませんが、資料№３の総合教育会議平成 28年 8月とあるが、これは

実施したのですか。 

 

事務局 

これは 8月に開催しております。 

 

委員長 

時系列的な前後があるように見受けられますので、分からないところがあるかもしれませんが、

この総合教育会議平成 28 年 8 月は、今年度 8 月ですのですでに開催されたものが、参考という

かたちでこの枠の中で示されております。ご理解いただきたいなと思いますが。どうぞ皆さんよ

ろしいですか。 
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全員  「はい」 

 

委員長 

他にはいかがでしょうか。もしまた質問あるいはご意見等出てきた場合には、最後の協議のと

ころでお伺いしたいと思います。それでは次に進行させていただきます。６報告協議の（２）九

戸村の小中学校の現状についてということで、資料番号の４、５，６に関わることの２というこ

とになろうかと思います。まず４のところが中心になろうかと思いますが、それでは事務局から

資料の方の説明をお願いします。 

 

 

【九戸村の小学校の現状について】 

事務局 

児童生徒数の推移について資料 4で説明させていただきます。資料 4の１ページ児童数・生徒

数の推移を見ていただきますと、このグラフの中では昭和 35年の 1854名をピークに右はじの 34

年のところでは 220名というふうに推移されております。見ていただきまして、2ページ目の「九

戸村人口ビジョン」から見る年少人口の推移ということで、2010年から 2015年、平成 22年から

平成 27年の 5年間で７１４～６２９と推移されて、年々減少の傾向になっております。3ページ

目に行きますと、一番下の岩手県人口ビジョンを勘案して、昨年の 2015年、平成 27年から 15年

後の 2030年になりますと 647名から 553名と推移されております。このほかに転出等があった場

合また転入等があった場合、この数値が変わってくる状況にありますけども年々減少の傾向に依

然変わりはありません。次の 4 ページ目に入ります。今後の入学者数と各小学校の児童数と生徒

数について表にしました。一番上の平成１9年度入学者数は全部で、43名。平成 29年来年度小学

校に入学する入学者数は 33名、以下年齢ご覧のとおりになっておりますが、その下が各学校の全

校生徒数になります。今年度 28 年度伊保内小学校は全校生徒で 115 人。長興寺小学校で 43、戸

田 59、山根 20、江刺家 36と合計で 273名となっておりますが、6年後の平成 34年度、右はじの

方に行きますと 5つの学校のすべての児童数が 220名と減っております。下の中学校については、

上の児童数が中学校になってから 3学年すべての数字ですけども、1学年が平成 40年に行きます

と 107名。だいたい 1学年が３５、３６人の推移になっております。次に 5ページ目をご覧いた

だき、各学校の新一年生の男女のバランスを見ていただくと、平成 30年の長興寺小学校は男子が

5 人。女子が０。江刺家小学校は男子 5 人に対して女子が 2 名などとバランスが悪いが、小学校

の合計数で行くとあまり偏らないで、良いバランスになっています。次の 6 ページ目ですが、今

年度からの各学校のクラス編成とか合計の人数になっております。7ページ目の平成 29年度にな

りますと、長興寺小学校が複式の 1クラス、戸田が 2つの複式で、8ページ目に行きますと、平成

30年からは伊保内小学校以外がすべて複式の学級で、8ページ、9ページ、10ページ、11ページ

とすべて複式の学校のとなっております。13 ページ目の平成 28 年度の近隣市町村の小学校数に

なりますが、これを見ていただくと二戸市の小学校は浄法寺も含めて小学校の数は 8 校。児童数

は二戸市の小学校の児童数 1234人。久慈市は山形町を含めて 15校。小学校の児童数すべてで 1830

人。下にいきますと一戸町は 6校の 488名。軽米町は小学校が 3校の 393名です。洋野町は 8校
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で 685名。岩手県には 4つ村があるが、二戸、久慈管内にこの 4つの村があります。現状はご覧

のとおり九戸村、野田村、普代村、田野畑村が岩手県の村のすべての数ですけども、九戸村の小

学校は 5校で 268名。野田村、普代村、田野畑村の小学校は、一校でご覧のとおりの人数となっ

ております。子どもたちの現状の数については以上になります。良くご覧いただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

 

【協議】 

委員長 

ありがとうございます。まずは一つ生徒数の推移についての説明がございました。ここで資料

をご覧になる時間が必要だと思いますので、ちょっと見ていただいて、そのあと質問あるいはご

意見をいただきます。とくに見方がわからないとか、これは何を意味するのかなど質問が出ると

思うので、5分くらい取ります。各委員の皆さんで、資料の方をご覧いただいて今後の児童生徒数

が減少傾向にあること、各小学校、中学校は 1 校ですけどもいずれ減少、場合によっては小学校

で複式学級が増えていくということ。大きな傾向は伺えるかと思いますが、細かい部分もあるか

もしれませんので、時間をとりたいと思います。ここの会議室の時計で 42分までとします。資料

をご覧になってください。 

 

委員長 

それでは時間ですので、資料４の方をご覧いただいたうえで質問があればお願いいたします。 

 

委員長 

それでは私の方から確認させてください。資料４の４ページ在校児童生徒数２８年度の小学校。

伊保内から江刺家まで２７３名とありますが、最後の１３ページでは、九戸の小学校の５校全体

で２６８名となっていて、２７３名との間に５名のずれがありますが、おそらく転入転出がその

間あっての数字と思いますが、そう理解してよろしいですか。 

 

事務局 

はい。これは薬事関係職員禄からなので。 

 

委員長 

そうすると３月末ぐらいですか。 

 

事務局 

はい。 

 

事務局 

最新を載せているのは４ページと理解すればよろしいですか。 
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事務局 

はい、６ページは９月２９日現在のものでこれが最新の数字です。 

 

委員長 

２７３名が現在、小学校５校の合計ということですね。あと聞き洩らしたかもしれないが、１

３ページの学級数で伊保内小学校が８学級とあるが、６ページの方には６学級となっている。伊

保内小学校の８学級というのは１、２、３、４、５、６のどこが２学級となっているのですか。 

 

委 員 

支援学級が２クラスあります。普通学級が６学級。支援学級が２クラスできたので、８学級と

いうかたちです。 

 

委員長 

ぱっと見だと混乱するものですから、６ページの右側最後の項目に、学級数が細かく乗ってお

りますので、本来は学級数が入っていると分かりやすかったと思います。 

その場合、山根小学校も同じような形と考えればよろしいですか。 

 

事務局 

はい 

 

委員長 

合計的、数字のデータということではご理解をいただけたと思います。今いる子どもたちの数

が少ないなというのが現実かなと思います。ほかに委員の皆さんからいかがですか。 

 

委員 

このように人数が減っていくなかで、ただ減っていくだけでは済まないと思うし、今でさえも

村全体の保護者の皆さんから言われるのは、子供が少なくなっており、クラブ（スポ小）、勉強と

相手が少ないことからどうにかしてほしいとの声が、最近、耳には入ってきます。村としてはま

だ考えているのか、いないのか分からないが、いずれこれだけ人数が減ってくると、相手がいな

くスポーツも勉強でもできないと思うので。その辺はどのように考えていったらいいのか先生（委

員長）からお聞きしたい。 

 

委員長 

諮問文のところにも入っていましが、子どもたちの数が少なくなればなるほど、もちろん中学

校の部活が成立しにくくなる現象はあるでしょうし、学習面でも多様な考え方を付き合わせなが

ら学んでいくことが求められるというのが今日の状況だろうと思います。一人で学習するだけで

はなくて、やはり多様の物の見方、考え方であるとか理解の仕方がいろんな考え方があるという

ことを子どもたちがお互いに学習し合う中で学び合っていく。そこからいろんなものを吸収し合

っていくということが必要です。そうゆう大前提での学習の効果。あるいは人間形成におけるさ
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まざまな社会性の形成。そうゆう所を見た場合でも、一定程度の数の子どもたちがいる必要があ

ると、大きくは言えるかと思います。そうすると今この現状ということになると確かに厳しいと。

数が学校によっては少なすぎて、いかに複式学級をつくったとしてもそこに本当の意味で理解を

深めていく、あるいは多様な考え方価値観を持つ仲間と関わり合いながら社会性を築いていくと

いう点においても、やはり厳しいところがあると思います。そのあたりのところを学校現場から

園長、校長先生３人の方が参加していただいておりますので、率直な希望を持っておられること

があればぜひお聞きしたいと思いますが。その前に○○委員。 

 

委員 

今回、現在のＰＴＡ会長さん方がお並びで、現在子育ての真っ最中ですが、ただ村がこの小学

校の統廃合にまるで今初めて取り組んだかのように、これだけを見ますと感じてしまうではない

かと思います。しかし、実際には平成２０年の４月に宇堂口小学校と戸田小学校が統合して、８

年目ということでしょうか。ですから１０年くらい前からＰＴＡを交えての小学校の統廃合の動

きとか、検討会のようなものも以前にありまして、その時に実際に村が掲げていたのは最初３校

にまとめて、その後１校にまとめるという段階的な統廃合の話だったと思います。でも実際にで

きたのは宇堂口小学校と戸田小学校の統合だけとなりました。そういった経緯は何も、誰もわか

らないと思うのでそういった経緯を、なぜその時話が途中で消えてしまったのか、戸田小学校、

宇堂口小学校の統合だけで終わってしまったのか、また、３校そして１校というその時の計画は

どうゆうものだったのかなど、できれば知りたいと思います。そうゆう検討もあった上で現在の

状況がこのようになっているということは知ってもいいという気はします。これだけですと九戸

村は今まで何もやってこなかったようにも見えますので。前回の経緯の資料といってもないのか

も知れませんけど、簡単な説明くらいはあってもいいと思います。 

 

委員長 

ありがとうございます。九戸村では過去にも統合が実際に行われ、その時の計画があったとい

う話で、私もあまりその時の事情は詳しくないですが、もし事務局の方から今答えられる範囲の

ものがあれば、あるいはもし今すぐということがかなわないのであれば次回の委員会までに資料

を準備いただいて、経緯について予め委員の皆さんに共有いただきながら、さらに今回どうゆう

かたちで今後の学校教育環境のあり方を検討するのか議論していった方がよろしいかなと。 

 

委員 

今回例えばここでせっかくだした物が前回と同じような理由で、全部却下されて結局できませ

んでしたということになってはもともこもないない。何が障害だったとか、誰が反対したのかと

か、そういったことがもし分かれば計画を立てる際にも参考になると思うが。 

 

委員長 

 ありがとうございます。そのあたりの経緯ということで、ご存知の委員の皆さんが居られるか

もしれませんし、私のようにわからないというケースもありますので。そのあたりもし何か資料

的なものがあれば事務局の方から。 
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事務局 

特段ですねこちらの方で資料等は用意しておりませんが、平成１９年の冬ごろから宇堂口小学

校のＰＴＡの方から、そろそろ入学者がなく、あと数年すると卒業生がいなくなることから統合

を検討したいと、その時始めて話が持ち上がったようです。検討の結果２０年の４月から統合す

ることになりました。同じ時期に話も聞きましたが、途中で私担当が変わったもので立ち消えに

なった形で聞いていたので、その結果これから調べて次回に何かしら資料等あれば提供したいと

思います。 

その時に統合をどうするかの話も出たはずですので、それら資料を見つけてまた皆さんにご提

供したいと思います。それ以降は、いずれ統合の話が地元、保護者の方から話が出たら考えると

いうことで、そのまま現状になっていると聞いていました。現在わかることは以上でございます。

が次の委員会で知らせしたいと思います。それまでお待ちください。よろしくお願いします。 

 

委員長 

ということで各委員の皆さんよろしいですか。詳しい経緯等々事務局で資料があれば。 

 

事務局 

追加で先ほど結局ここの会議で出した結果と村の実際の実行が伴わないかなというような話で

したが、それにつきましたも今皆さんにお渡してあります総合発展計画の後期計画の６１ページ

の方に、望ましい教育環境の整備ということで取り組む姿勢は全面的に押し出しておりますので、

極力意見に沿った形で整備を進めたいと考えております。 

 

委員長 

ありがとうございます。基本計画は本年度以降の３２年度までの取組のということですが、そ

の前提の過去１０年間の動きもある程度踏まえながら、そこに継続性があるのか、あるいは断続

的なものがあるのか。そういったところは情報として考えながら検討する必要がある気もします

ので、先ほど資料提出の要望をいただきましたので、次回事務局でまとめられた過去の資料を可

能な範囲で十分かなと思いますが、少しお出しいただければと思います。そこは事務局の方で準

備をお願いします。関連することでもかまいませんが、それ以外のことでもなにかありませんか。 

 

委員 

１３ページに４つの村の説明がありました。その中で野田村、普代村、田野畑村は１村に１校

となっているが、いつから１校になったのか参考までに調べていただきたい。また、もし分かれ

ば経過、どのような形でなされたのか、その辺も参考とさせていただきたいが。 

 

委員長 

資料は１３ページ野田村、普代村、田野畑村の最後右側の末尾のところが同じような自治体で

１校の小学校ですから、統廃合の結果１校になったことは重々わかるのですがそのあたりどのよ

うな経緯でということと、ある程度その時の実情等わかる範囲で。他の自治体の情報にはなりま
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すが、おそらく九戸村でも非常に参考になると思うので、事務局の方で調査をいただいて資料提

示いただけると助かります。よろしくお願いいたします。 

他にはいかがでしょうか。とくに私からご指名いたしませんけども、せっかくの委員会ですか

らなるべくお一人お一つくらいは発言いただいたほうがよろしいのかなと。強制ではありません

けども、ぜひ遠慮なくご意見いただければなと思います。まだ初回ですので情報を集めながら、

これから先考えていろいろご意見いただく機会が増えてくると思いますけども、現在の資料提示

の段階でもし何かあればよろしくお願いいたします。 

あと先ほど二つの資料を次回に追加で提示というご意見をいただきました。その他に今日の資

料だけではちょっと理解が不足するとかですね、あるいはもう少しこうゆう資料がほしいという

ことがあれば、その部分につきましても、出来れば今の段階で遠慮なく言っていただいて方がよ

ろしいかと思います。おそらく事務局も準備の都合というのがありますので、早い段階でこうゆ

う資料がほしいというのが今の時点であれば。 

 

委員 

資料４にある各学校の予測される児童数・生徒数の推移を一般の家、親さんたちにも見せたほ

うがいいと思います。教育委員会で資料を作成し各学校に渡していただて。ただ渡されても食い

つく人、食いつかない人もいると思うので、渡すということはもう学校数とかをどうするのかの

話しかないので、そこをアンケートみたいなかんじで、全村でやるべきと思います。 

 

委員長 

ありがとうございます。九戸村内の５校の１年生から６年生の子どもたちが２８年度から一応

３４年度までの推移。予測数値にはなりますが、こうゆう形で推移するという見通しであること

を、各学校の方でもＰＴＡの皆さん方に周知徹底をしていくと。情報共有していきながら、そこ

で場合によっては学校ごとにＰＴＡさんでまとめていただいたり、せっかくＰＴＡの皆さんも委

員に入っていますから学校でのご意見等々ある程度集約してこの場に持ってきていただけるのも

ありがたい話かなと。そうゆう意味では事務局の方としてはこの資料に関しての提示。あとで学

校園長３人の皆さんおられますので、そのあたりの見通しはどうかお聞きはしたいと思いますけ

ども、事務局の方いかがですか。 

 

事務局 

資料の公表については一切構わないと思います。広報等に委員会で議論を情報としてお伝えし

たいと思いますが、資料全部載せることは無理ですけど例えば４ページの今後の推移・見込につ

いては情報提供できると思います。今後の予定として資料３にもありますけども、住民の考え方

も問いたいというような希望もあれば、情報提供したうえでアンケートを実施するのも一つの手

だと考えております。ただ今学校から直接渡されても、学校側としても説明が難しいと思います

ので、その辺については委員会で議論されたことを広報等に記載するのもいいのかなと考えてい

るところです。 

 

委員長 
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一応ホームページ公開というのもありますが、資料をそこに添付するのであれば４ページレベ

ルでの資料はホームページ公開も可能ということですか。 

 

事務局 

これについては問題ないと思います。 

 

委員長 

学校園長代表委員の皆さんにもおたずねしてみたいと思いますが、ＰＴＡの方でもこうゆう資

料をという話がありました。さまざまな扱い方とか出す時期であるとか、アンケートをとる場合

にまた改めてとかいろいろな方法が考えられますが、現時点で学校の状況を考えた場合にちょっ

とそのあたりどうだろうかということをお聞かせいただければと思いますが、○○委員の方から

ちょっとお答えいただけますか。 

 

委員 

委員さんから話をいただい件について私も実はそもそも資料を広報等に掲載をして、保護者の

皆さんにお知らせするにはどうしたらいいのかを考えていたのですが、先に数字が出てしまうと

方向論としてのそもそもこの会議が統合ありきで、いつ統合するのかとの方法論の話に走ってい

ってしまうのではないかと思っています。最初に日程が出されていますが、今回諮問に関わって、

おそらくはそこにも話はもちろん出てくるのだけれども、最初はいわゆる九戸村の子どもたちの

将来像ということで、お集まりいただいた皆さんが各学校団体で学んでいるのだけども、将来の

九戸村を支えてもらう宝物としての子どもたちを、どのように育ってほしいかについて意見を出

し合いながらある程度の子どもたちの将来像についてのイメージを共有したうえで、だとすると

それに適切な学校規模なり、学習環境をどのように整えるかっていうふうなところでの人数と、

順番を伝えていくと、例えば人数の資料を出した場合についても、ここの会議の中で各地域やい

ろんな代表の方々がお話しいただいて、将来像をなんとなく共有したいなと。そうしたときに保

護者の皆さんにお伝えすると、なんか数字だけが歩いていくのは怖い部分があるので、そうする

と出していただいた資料ですと来年の２月にアンケート調査というのがあるので、このアンケー

トの中身は将来像が中心なのかと思いますが、話の具合によって２段階でのお知らせということ

にしたらいいのかなと思います。ただこの会議が原則公開なのでさまざまなお考えの方が村内に

いらっしゃると思いますので、いろんなお話を直接耳にするのは委員さん個人だと思います。そ

の時にこのような段取りで進めているから、「そう言う話も参考にして会議でも話をしてくるから

ね」と言うふうにお話しいただき、いろんな情報をここで共有しながら進んでいくという段取り

でやってもいいのかと考えています。 

 

委員長 

ありがとうございます。ではもう一方の、○○委員いかがですか。 

 

委員 

結論かいくと今の意見に近いものを感じます。数字が出る、たとえば小学校、児童数がさらに
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減っていくとどうしても統合の話だけにいきがちになります。 

複式という立場から話しますが、もちろん単式よりは大変です。しかし大変な中でも同じよう

な力を付けさせるため指導をがんばるのですが、授業といっても机で学習する場面が多い授業が

あれば、体育等集団の力が必要な場面もあるわけです。学校内授業においても集団で行動させる

ことはあるわけで、どの角度から見ていくかってことを当然それぞれの親御さん、我々も見る角

度を合わせるためにも、資料を出す時には多少なりともうまく伝えるべきではないか。あとホー

ムページという話もありましたけれども、実際このホームページをどれだけ見るのか。中身をど

う伝えるのかを考えた方がいいのかなと。 

 

委員長 

ありがとうございます。○○委員さんいかがですか。 

 

委員 

まだ子育て最中のお母さんさんたちで、そこまではせっぱ詰まった状態にはなく、就学前の保

護者会のなかには、「うちの学校は何人だよ」との声が聞こえます。わたしも運動会、発表会と招

待をいただくが、子ども達が少ないのは実感しています。 

 

委員長 

ありがとうございます。学校からということで委員の御三方のお話を伺いました。 

今回のこれからの委員会の流れについて先ほど説明をいただいておりましたが、次回以降のと

ころで子どもたちの将来像を考えていくという方向性がこの委員会には求められているのかなと

思います。確かに児童数生徒数が減っていけば統廃合するのか、あるいは支援するのも当然必要

なのですが、ただ数が先走ってしまって統廃合の議論に移るということではなくて、これからこ

の九戸の子どもたちがどうゆう力を身につけていけばいいのか。これからの社会に向けてつける

べき力は何だろう。そうゆうことをまず考えていくことの方が大切かなと思います。それに応じ

て教育内容とか教育方法とかは決まってきますので、その所をまずはっきりさせておいて、そう

ゆう力を付けるためにはどのような環境がふさわしいのか。というような流れでその時初めて、

この学級規模だと厳しいとか、この学校規模だと厳しいとか、それを具体的な数値にある程度即

して、照らし合わせて、我々が議論しながら統合が良いのかあるいは現状で何とか維持できるの

か、あるいはさまざまな統合の形態も様々あります。今回も小中連携とか一貫とか。似たようで

実は制度的には異なるようなものも含まれていると思います。どれがこれからの子どもたちが将

来を生きていく上で、力を付けていく上でふさわしい環境なのかというところを、将来的な数値

のデータも合わせてこれからの九戸村の学校環境を考える。そういった一つの手続きを踏んで行

った方が、おそらく村民の皆さんの理解もしていただきやすいと考えるところです。事務局の方

とも協議をしながら、今後どの程度、どの時期にアンケートを実施するのか、また、その際に合

わせて学級数、人口動態の将来推計についても参考資料としてお付けしながら考えることも可能

ではあると思います。そのあたりのところは事務局と協議しながら、委員さんがお話になったこ

とは大事なところではあるのですけどもすぐっということではなくて、ワンクッション置きなが

ら手続きを踏みながら協議を進めていく。その中で資料提示も考えていく。そのようなかたちで
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この委員会は討議をさせていただきたいと思います。どうしてもこのデータは資料としては出て

いますので、各学校現場でＰＴＡの間で役員の間で、「こんなかんじになっているよ」ということ

を、今回参加いただいた学校代表のＰＴＡの皆さんからはお話をいただきながら、まめに情報を

集めご意見をまとめていくということ。これは十分に可能だと思いますのでそのような形で当面

は進めさせていただきたいと思いますが○○委員いかがですか。 

 

委員 

はい。よろしい、いいです。 

 

委員長 

他の委員さんはいかがでしょうか。 

 

全員 

よろしいです。 

 

委員長 

事務局の方でまたそのあたりの精査を、あと出し方については協議していただきたいと思いま

す。 

 

事務局 

はい。 

 

委員長 

それでは関連することあるいはほかのところでも構いませんが、委員の皆さんご意見をいただ

ければと思います。 

 

委員 

データの話が出たときに、九戸村以外の３村も事務局が調査してとの話しをしましたけれど、

おそらく全国的に一つの自治体の中で、一つの小学校の中で１村１校というところがあると思い

ますし、もちろん今現在進行形で統廃合に向けて検討を重ねているところもあると思いますが、

もし資料として調査できるのであれば他の３村さん、九戸と比べるともっと児童数少ないところ

ではあります。もっと規模的に大きいところで一つの小学校にしてやっているところがあるのか、

それに向かっていった経緯。もし調べることができれば、九戸村にとってすごく参考になること

があると思いますので、可能であれば知りたいと思います。 

 

委員長 

ありがとうございます。ハシモトさんの方からご指摘がありました。野田、普代、田野畑、児

童数から言えばやはり厳しい数ですから。九戸村は２７３名。この子どもたちの規模に匹敵する

ような自治体で、市はないと思いますから町村で１校統合しているようなケースがあればちょっ
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と調べていただいて、その経緯をお願いできれば思いますけど、ちょっと負担が増えますけど可

能であればぜひお願いしたいと思います。 

 

事務局 

はい。 

 

委員長 

岩手県内に限らずということになると思いますけども。同じような東北６県あたりであれば望

ましいとは思いますね。そう言う情報も必要だと思います。関連するところでも構いませんけど

も、またこうゆう資料を是非次回までに、あるいは次回といわず次次回とかその先。 

 

上村委員 

もしもですよ、統合に向かっての資料は集めやすいとは思うのですが、全く逆の方向に動いて

いるような教育を行っているような小さな村があれば、あえて小規模で校舎を残しているとか、

あえて絶対統合はしないのだとかたくなに、そのうえで成果を上げているようなところがもしあ

ればということで、反対もやっぱり見てみたいなという希望がありますので、もし可能であれば

お願いいたします。 

 

委員長 

ということで委員さんから新しい資料要望がございました。統合でなくてあえて小規模を維持

しつつやりくりをしているような自治体の取り組みがあればということで、なかなか厳しいケー

スだなと思いますけどもそうゆう部分での情報があればということで、事務局の方可能な範囲と

いうことになるかと思いますけども、一つよろしくお願いいたします。 

 

事務局 

はい。 

 

委員 

今話を聞いていて長興寺小学校の前副校長先生の小学校、今、川井村だったと思いますが。 

 （宮古市に合併になりましたが、旧川井村の門真地区、広い地区なのですが、児童数が２人。） 

 

委員 

この前発表会に来ていただいてすこし話をしましたが、「発表会やりましたか」と聞いたら、「や

ってませんって」。２人しかいないから発表会も運動会もないとのことです。「他の学校と一緒に

やらないのですか」と聞いたら「やっていないですよ」と。交流は行っているとのことです。 

また、その二人が兄弟で、二人のおじいちゃんおばあちゃんが合併することに反対だとの話を

聞いたのでが。 

子ども達は親からとか大人から与えられたことしか活動する場がないと思います。だから最初、

統合ありきの考えだと駄目なのかもしれないけど、５ページにあるように３５年には、小学校に
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入るのが５人しか生まれてないです。そこを考えたときにもう少し先に動いた方がいいのではと

の考えがあります。 

 

委員長 

ご意見ということでありがとうございます。平成３５年入学予定の子どもは５人というのは、

非常に厳しい数字になっていますのでそうゆうところを含めればいいだろうと思いますが、今回

の委員会の方々もそうゆうことを念頭に置いていただきながら、今後進めさせていただきたいと

思いますので、いずれ答申は来年度の８月です。一年ですからわりと短いですが、それを念頭に

置きながら一定程度の結論は出すかたちになるとおもいます。ご意見ありがとうございます。他

にはいかがでしょうか。 

 

委員 

例えば久慈市とかは児童数４名のところもあり、他にも少ない市町村もある。そのような市町

村は現在、九戸と同じ話し合いをしているのかどうか。もししているのであればどのような話を

しているのかとか、資料でもないが連携を取りながらでも運んだらいいのかなと思います。 

 

委員長 

ありがとうございます。久慈市の１３ページですね。確かに１５校の小学校でも規模的にいう

とかなり厳しい状況の学校が見られますので。近隣の自治体の状況にはなりますけども、統廃合

等々どのような状況に学校があるのか、もし可能であればということですが、事務局の方いかが

でしょうか。 

 

委員長 

参考程度でなにかあがりましたらば、近隣の地域で同じような状況を抱えているようであれば。 

 

事務局 

はい。 

 

委員長 

すみません。お願いします。 

 

教育長 

私の方からいいですか。 

 

委員長 

はい。 

 

教育長 

現段階で期日については詳しいことはよくわからないのですが、何カ月か前の新聞には小規模
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校学校には教育委員会として学校のＰＴＡと懇談会を重ねていると。ある一定の方向性は見出せ

たようなかんじで久慈市では書いていた。その場合には久慈市さんでは学校同士ではなくて、久

慈市としての小規模校になったとき、どの程度小規模になったとき話し合いをするのか。その基

準をどうするか書いていると思います。もうひとつの情報は一戸町さんが鳥越小学校、１６名に

なっているわけですが、一戸町さんは平成の半ばのところで完全複式２０人学級、とかある程度

基準をつくって、そうなった場合には統合も地域と一緒に考えていきましょうということで進め

ているようです。鳥越小学校については来年度統合の方向で現在進んでいるみたいです。確実な

情報については調べて次回に報告させていただきたいとおもいます。 

 

委員長 

ありがとうございます。今教育長さんからお話がありましたが、久慈の状況それから一戸町の

状況というものもありましたが、くわしい資料提示は次回に事務局の方から出していただければ

と思います。事務局の方お願いします。 

 

事務局 

はい。 

 

委員長 

他にはいかがでしょうか。 

 

委員 

もしも可能なら次は会議の少し前に資料を事前に見せていただけたらありがたいなと思います。 

 

委員長 

それは各委員の皆さんが思われることだと思います。この場でいきなり資料を見て考え、判断

し、ものを言えと言われてもなかなか厳しいものもあると思いますので、これは事務局への要望

ということになりますけども、せめて開催前の週あたりには各委員の皆さんのお手元に届くよう

なかたちで資料等々お願い出来ればと思います。よろしくお願いします。その他にいかがでしょ

うか。何かあればご意見ということでも結構かなと思いますが。 

 

委員 

余談な部分になると思うのですけど、特に資料提供とかは要望しないですけども、データ的な

数値的なってお話があったのですけども、実際に統廃合を経験した今でいう旧宇堂口小学校の当

時在籍していた方がちょうど高校生くらいかなと思うのですけども、その子供たちが実際に合併

したときにどうゆう気持ちだったのか聞いてみたいと思うのですけれど、特にこれは参考資料と

いうことではなくて余談な部分でどうゆう、してよかったのか、逆にしてなにか良くなかったこ

とがあったのかの声も聞いてみたいという思いはあります。 

 

委員長 
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なるほど確かにそうですね。子供たちが当時どのような事を感じていたのかっていうのも参考

になりうる部分はありますよね。可能になるかどうかの部分はありますよね。 

 

事務局 

情報収集してみて可能であれば。 

 

委員長 

可能な範囲でということでよろしいですよね。 

 

委員長 

済みませんが、事務局の方ちょっともし情報が集まるようであればということでお願いしたい

と思います。他にはいかがでしょうか。 

 

委員 

もし分かる方がいらっしゃったら１０年前に３校にする計画で進めたって話を先ほど聞いたの

ですけど、具体的にはどのような統廃合で、どことどこっていうふうな計画だったのか、もしご

存知の方がいたら教えて。 

 

委員長 

○○委員さんその時関わっておられた。 

 

委員 

私がちょうど村Ｐ連の会長でしたので、教育委員会と校長先生とかと会議をしました。戸田小

学校、伊保内小学校、江刺家小学校の３校に統合して、将来さらに子供が減るのでその後は１校

にすると言う流れだろうということでした。やはりさまざまな検討がされ、その後に村が提示し

た統合プランとか宇堂口、戸田、山根を一校にして伊保内は伊保内だけで、長興寺と江刺家を一

つにするというような話の提案をしたら、当時の山根小学校のＰＴＡは統合賛成だったのですが、

その案が出たとたんに全員が反対に回って、そこから３校の案が立ち消えになったと記憶してい

ます。ただ詳細等はデータ等がないのでわからないのですけど。その結果、平成２０年の戸田小

学校と宇堂口だけが親の方からお願いが来てっていう先ほどの説明につながってくることだと思

います。会議の中だけのやり取りなので記憶でしか分かりませんが。 

 

委員長 

次回の資料でもある程度出るかもしれませんが、大きな部分としては委員さんがお話したとい

うことでよろしいですか。 

 

【閉会】 

委員長 

他にはいかがでしょうか。ここで一応時間を切りたいと思います。それではご協力ありがとう
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ございました。それでは最初の式次第に戻る形になりますけども、６番の報告協議の３、協議ま

でを以上で終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


